
５
月

日
、
福
井
地
方
裁

21

判

所

が

「(

京

都

府

の

隣

に

あ

る)

大

飯

原

発

の

運

転

再

開
は
認
め
な
い
」
と
の
判
決

を
言
い
渡
し
ま
し
た
。
住
民

の
訴
え
に
応
え
た
も
の
で
、

画
期
的
な
内
容
で
す
。
関
西

電

力

は

判

決

に

出

席

も

せ

ず
、
翌
日
直
ち
に
控
訴
と
い

う
不
誠
実
な
対
応
で
す
。

※

※

原
発
や
環
境
分
野
に
つ
い

て
、
井
上
議
員
の
議
会
で
の

質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

●
（
質
問
）
判
決
を
受
け
止

め
、
市
長
と
し
て
「
再
稼
働

す
る
な
、
原
発
ゼ
ロ
」
を
表

明
す
べ
き
。

○
答
弁
→
ま
だ
判
決
文
を
読

ん
で
い
な
い
。

●
格
調
高
く
「
最
高
の
価
値

を
持
つ
人
格
権
を
放
射
性
物

質
か
ら
守
る
と
い
う
観
点
か

ら
見
る
と
、
大
飯
原
発
の
技

術
及
び
設
備
は
万
全
で
は
な

い
と
い
う
疑
い
が
残
る
…
」

等
々
と
う
た
っ
て
い
る
。
市

長
は
「
中
長
期
的
に
、
原
発

に
依
存
し
な
い
社
会
を
」
と

の
方
針
だ
が
、
そ
の
中
長
期

と
は
何
年
後
の
こ
と
か
。

○
可
能
な
限
り
早
期
に
。

●
答
え
に
な
っ
て
い
な
い
。

人
生
で
も
勉
強
で
も
温
暖
化

対
策
で
も
原
発
で
も
、
目
標

他
の
分
野
で
の
井
上
議
員

の
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

●
剪
定
枝
な
ど
バ
イ
オ
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
各
分
野
毎
の
目
標

を
も
っ
て
、
研
究
・
普
及
に

取
り
組
む
べ
し
。

○
バ
イ
オ
都
市
構
想
を
創
っ

て
頑
張
る
。

●
市
が
消
費
者
教
育
に
つ
い

て
「
悪
徳
商
法
に
ダ
マ
さ
れ

な
い
よ
う
に
」
と
呼
び
か
け

て
い
る
が
、
も
っ
と
広
く
、

独
占
価
格
や
附
合
契
約
（
電

気
や
ガ
ス
の
よ
う
に
、
消
費

者
が
売
り
手
を
事
実
上
選
べ

な
い
契
約
）
等
、
社
会
問
題

期
日
を
決
め
、
そ
れ
に
向
か

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

○
一
歩
づ
つ
頑
張
る
。

●
そ
の
発
想
は
、
結
局
際
限

な
く
先
送
り
す
る
も
の
だ
。

と
し
て
捉
え
、
消
費
者
の
権

利
を
守
っ
て
い
く
べ
き
だ
。

○
幅
広
く
消
費
者
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

●
国
が
、
各
自
治
体
の
住
民

税
の
一
部
を
、
国
の
税
金
と

し
て
集
め
る
と
言
っ
て
い
る

が
、
今
回
の
市
税
条
例
の
改

正
案
は
、
こ
れ
に
追
随
し
た

も
の
だ
。
市
の
減
収
分
は
？

○

億
円
減
る
が
、
そ
の
う

46
ち
、

億
は
戻
っ
て
く
る
。

34

●

億
は
ど
う
な
る
。

12
○
分
か
ら
な
い
。

●
市
の
収
入
が
減
る
お
そ
れ

が
あ
る
の
に
、
市
長
は
国
言

月

日

、

南

区

壮

25

年

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
な
り
だ
。

○
国
に
も
言
っ
て
い
る
。

●
腰
が
座
っ
て
い
な
い
。
市

の
収
入
が
減
ら
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
の
に
追
随
し
、
一

方
で
、
市
民
に
「
お
金
が
な

い
」
と
言
う
の
は
ダ
メ
だ
。

最
近
の

相
談
か
ら

◎
地
代
の
値
上
げ
→
弁
護
士

に
相
談
、
同
行
。

◎
入
院
費
用
が
大
変
→
限
度

額
認
定
証
を
発
行
し
て
も
ら

っ
て
、
至
急
、
病
院
へ
提
出
。
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５月２３日、１００回目の「キンカン」行動。毎週

キン曜日に、カン西電力周辺で「原発ゼロ」をめざす

パレードや宣伝が粘り強く続けられています。東京で

も、京都と呼応し、毎週金曜日、首相カン邸前での「キ

ンカン」行動が取り組まれています。

今回は、１００回目と、福井地裁判決直後という画

期的なキンカン行動となりました。

福井地方裁判所が画期的判決

「大飯原発の再稼働は認めない」
市長も原発ゼロの立場に立つべき

市
長
の
言
う
「
中
長
期
」
は
際
限
の
な
い
先
送
り

様
々
な
分
野
で
市
政
を
質
す

５月２６日、日本共産党京都府委員

会と市会議員団とで、労働基準局や京

都総評・連合等労働組合等に申し入れ。

井上議員も一員として参加しました。

政府が、労働者の雇用をますます不

安定にする「労働者派遣法改悪案」を

提案していますが、ご一緒に、これに

反対しましょうと呼びかけました。

５




